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【アンケート実施概要】

実施期間 ： 令和5年7月25日～8月31日

対 象 ： 京丹後市在住のすべての人

方 法 ： Googleフォーム もしくは 紙面での回答

回答件数 ： 579件

＊＊ 本アンケート実施にあたってのアドバイザーの紹介 ＊＊

岡山県 特定非営利活動法人みんなの集落研究所

主に中山間地域をはじめとした、人口減少や少子高齢化等に起因する課題を

もつ岡山県内の地域・集落に対して、その維持と発展に関する調査研究および

提言、マッチング、コンサルティング、人材育成などに関する業務を行い、諸

機関とのネットワークを構築しながら、社会全体の利益の増進に寄与すること

を目的に活動されています。令和4年度には、京丹後市区長連絡協議会が実施

した「区長全員アンケート」のアドバイザーとしてもお世話になりました。
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（１）基本情報

問１地域

回答数
579人

問２性別

回答数
579人

峰山町

94人

16%

大宮町

94人

16%

網野町

74人

13%
丹後町

99人

17%

弥栄町

55人

10%

久美浜町

163人

28%

男性

299人

52%

女性

270人

46%

回答しない

10人

2%
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（１）基本情報

問３年齢

回答数
579人

問４世帯

回答数
579人

20歳未満

4人

1%

20～29歳

36人

6%

30～39歳

112人

19%

40〜49歳

112人

19%

50～59歳

130人

23%

60～69歳

145人

25%

70歳以上

40人

7%
ひとり暮らし

54人

9%

夫婦のみ

128人

22%

親と二世帯同居

119人

21%

子との二世帯同居

156人

27%

親と子の三世帯

同居

95人

16%

その他

27人

5%
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（１）基本情報

問５職業

回答数
579人

会社員

155人

27%

自営業

54人

9%

農林漁業

18人

3%

専門職

17人

3%

公務員・団体職員

147人

25%

パート・アルバイト・

派遣社員

98人

17%

学生

4人

1%

専業主婦

27人

5% 無職

58人

10%

その他

1人

0.1%
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（２）地域での暮らし

問６お住まいの地域に
これからも住み続けたいと思いますか

住み続けたい

337人

58%

住み続けたい

が難しい

40人

7%

住み続けたくはないが住

まなければならない

108人

19%

他の地域に移りたい

30人

5% わからない

64人

11%

回答数
579人

P.5

「住み続けたい」「住み続け
たいが難しい」は65％、一方で
「住み続けたくはないが住まな
ければならない」「他の地域に
移りたい」は24％でした。年代
別の回答は次のページです。

このマークは、アン
ケートをみるポイント
になっています。
参考にしてください！



（２）地域での暮らし

問６お住まいの地域に
これからも住み続けたいと思いますか

回答数
579人

3

18

58

55

74

100

29

337

1

3

8

11

9

3

5

40

0

4

28

16

27

28

5

108

0

3

7

11

4

5

0

30

0

8

11

19

16

9

1

64

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40〜49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

全体

住み続けたい 住み続けたいが難しい
住み続けたくはないが住まなければならない
他の地域に移りたい わからない

年代別

P.6

20代～40代の「住み続けたい」の割合が、50％
程度に留まっています。また、30代の「住み続け
たくはないが住まなければならない」の割合が
25％と、他の年代に比べて多くなっています。



住み続け

たい

337人

58%

住み続けた

いが難しい

40人

7%

住み続けたくは

ないが住まなけ

ればならない

108人

19%

他の地域に移りた

い

30人

5%

わからない

64人

11%

（２）地域での暮らし

問７「住み続けたい」と回答した理由

【自然環境】

・自然が良く、人が多すぎないから移動がしやすく暮
らしやすい。（20歳未満男性）

・自然が豊かであり、長閑である。又、歴史も深く誇ら
しい。（30代男性）

・自然環境の豊かさと若手人材の面白さ。（30代男
性）

・文化的で災害が少ない安心して住める土地だから
（30代男性）

・海が近いから。（40代男性）

・自然豊かな地で、退職後ゆっくり暮らしたいとUター
ンして、今の生活を気に入っている。（60代女性）

（315件の回答のうち一部抜粋）
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（２）地域での暮らし

問７「住み続けたい」と回答した理由

【住み慣れたところ】

・生まれ育った地域なので。（20代女性）

・家を建てたので。また、不便はあるが大きな不満はないため。（30代女性）

・生まれ育った愛着のあるところだから。（40代男性）

・住み慣れた土地だし、「家」を守るため。（60代男性）

・長年住み続けているから、他は考えられない。（60代男性）

【子育て】

・子育ては田舎でしたい。（20代女性）

・子どもにもこの環境で育ってほしいです。（30代女性）

・子どもとの時間がつくりやすい。（40代男性）

・自然豊かで子育てするには良い環境だから。（40代女性）

（315件の回答のうち一部抜粋）

P.8



（２）地域での暮らし

問７「住み続けたい」と回答した理由

【人間関係】

・人との繋がりを切りたくない。（20代女性）

・人が親切で、暮らしやすいです。（30代女性）

・地域の方々が協力的で、良い方が多いから。（60代女性）

・話しやすい仲間がいるため。（60代男性）

・仲間がいて、人の繋がりが強いから。（70代以上男性）

【その他】

・治安がいい、不便ではない。（30代男性）

・地元であり、職もこの地で受かっており、家も建てたから。（30代女性）

・地域が好きだから。（40代男性）

・今更他地区に行く気が起こらない。住めば都。（60代男性）

（315件の回答のうち一部抜粋）

P.9
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交通や買い物など生活が不便

仕事がない・通勤がしづらい

地域の付き合いが少ない（もっと地域でつながりたい）

地域の人との距離が近い（地域での付き合いは避けたい）

地域の役（区の役員、消防団など）が負担

子育てしづらい環境（交流の場がない、支援がない、通学がし

づらい）

地域内に生きがいを持てる趣味や活動がない

古い慣習がそのまま残っている（区費やお葬式のやり方など）

草刈りなどの共同の取り組みが負担

不安や悩みを相談できる場や人がいない

その他

不明

（２）地域での暮らし

問８地域に住み続けたくない理由（複数回答）

回答数
138人

住み続けたい

337人

58%

住み続けたい

が難しい

40人

7%

住み続けたくはないが

住まなければならない

108人

19%

他の地域に移りたい

30人

5%

わからない

64人

11%

（票）

P.10

次のページでは、票数が
多い順に並べ替えています。
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交通や買い物など生活が不便

地域の役（区の役員、消防団など）が負担

古い慣習がそのまま残っている（区費やお葬式のやり方など）

草刈りなどの共同の取り組みが負担

仕事がない・通勤がしづらい

地域内に生きがいを持てる趣味や活動がない

地域の人との距離が近い（地域での付き合いは避けたい）

子育てしづらい環境（交流の場がない、支援がない、通学がしづらい）

その他

不安や悩みを相談できる場や人がいない

地域の付き合いが少ない（もっと地域でつながりたい）

不明

（２）地域での暮らし

問８地域に住み続けたくない理由（複数回答）

回答数
138人

（票）

P.11

票数が多い順に並べ替えた表
です。2位の「地域の役が負担」、
3位の「古い慣習がそのまま残っ
ている」のように、地域の制度
や慣習などが、負担に感じてい
る方も多いことがわかります。



（２）地域での暮らし

問８地域に住み続けたくない理由（複数回答）性別

男性 女性 全体

6５ 6７ 13８

交通や買い物など生活が不便 32 48 85

仕事がない・通勤がしづらい 20 23 45

地域の付き合いが少ない
（もっと地域でつながりたい）

1 3 5

地域の人との距離が近い
（地域での付き合いは避けたい）

11 9 22

地域の役（区の役員、消防団など）が負担 45 31 80

子育てしづらい環境
（交流の場がない、支援がない、通学がしづらい）

6 16 22

地域内に生きがいを持てる趣味や活動がない 7 16 25

古い慣習がそのまま残っている
（区費やお葬式のやり方など）

29 31 64

草刈りなどの共同の取り組みが負担 23 30 56

不安や悩みを相談できる場や人がいない 5 8 13

回答多
赤

P.12



（２）地域での暮らし

問８地域に住み続けたくない理由（複数回答）年齢別

20～29歳 30～39歳 40〜49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 全体

7 35 27 31 33 5 138

交通や買い物など生活が不便 6 18 16 18 24 3 85

仕事がない・通勤がしづらい 4 12 9 6 14 0 45

地域の付き合いが少ない
（もっと地域でつながりたい）

0 2 1 0 2 0 5

地域の人との距離が近い
（地域での付き合いは避けたい）

1 6 3 6 5 1 22

地域の役（区の役員、消防団など）が負担 2 23 12 22 19 2 80

子育てしづらい環境
（交流の場がない、支援がない、通学がしづらい）

2 5 5 5 4 1 22

地域内に生きがいを持てる趣味や活動がない 1 7 5 8 4 0 25

古い慣習がそのまま残っている
（区費やお葬式のやり方など）

3 20 10 14 14 3 64

草刈りなどの共同の取り組みが負担 0 17 9 14 13 3 56

不安や悩みを相談できる場や人がいない 0 5 2 3 3 0 13

回答多
赤

P.13



（２）地域での暮らし

問９変えたほうが良いと思う地域の取り組みや慣習、しきたり①

【役員・消防団】

・区の役員や消防団などが半強制的に入らなければいけない(20代男性)

・地域の消防団で集まる頻度が高い（30代女性）

・強制感が強い（30代男性）

・区の役員は不必要なものもあると思う。人が減っていくことも踏まえて、本当
に必要なものなのか見直し、効率化を図ることがいるとも思う。（30代男性）

・区の役員任期が長すぎる（必ず再選となり10年以上になる）（40代男性）

・同じ人が多くの役職をもっている。（70歳以上女性）

（293件の回答のうち一部抜粋）

P.14

「変えたほうが良いと思う地域の取り組みや慣習、しきたりはありますか？」という質問に
自由記述で回答していただきました。必須回答ではなかったにも関わらず、多くの方に回答を
いただきました。多かったご意見を抜粋し、項目に分けてまとめています。



（２）地域での暮らし
問９変えたほうが良いと思う地域の取り組みや慣習、しきたり②

【区費・お金】

・引っ越してきた時、子供が結婚した時、身内が亡くなった時などに区にお金を入れる
必要があるのであればその金額が不明瞭なため迷う。どういった場合に支払いが必要
なのか、金額がいくらなのか表にまとめてほしい。（20代性別不明）

・お寺の風習、家によって支払う金額が違うこと（20代男性）

・区費が高い。高齢者の集まりのイベント等にたくさんお金を使われているようで、自
分達に還元されるものではないため、勿体なく思う。（30代女性）

・溝掃除等に参加できない時のお金を払わなければならないこと（30代女性）

【集会や行事】

・動ける人員の数に対して自治会の行事が多く、何重にも仕事が回ってきて負担。夕飯
やお風呂の時間に度々寄り合いに駆り出されるので、夫婦のもう一方がワンオペに
なってしんどい。（30代女性）

・隣組の集会が月に1度あり、集まる場所は各家庭で持ち回っている。毎回夜10時ま
で居座られるので迷惑。（40代男性）

・地区の運動会が毎年あるのが苦痛。（40代女性）

（293件の回答のうち一部抜粋）

P.15



（２）地域での暮らし

問９変えたほうが良いと思う地域の取り組みや慣習、しきたり③

【体制・組織作り】

・各集落の自治制度：区長が持ち回りで数年おきに変わる為、中長期的な視点で課題
解決が困難。やりたい人がやるのではなく順番が来たらからやる、という位置づけな
ので保守的な区長が多く、若手が声を上げても何も変わらない。又、そういった区長
を見て若手（特に地域から出たことがない若手）も同様の思考や行動をとるため、現状
からの抜け出しができない。（30代男性）

・形骸化している行事や仕事を削減しようと役員をしている時に試みてみたが、誰も
責任を取れる人がいないため今まで通りやろうと言う空気を変えることが難しく、こ
れから良くなる見込みも無さそうと残念に思った。（30代女性）

・人口減に組織のしくみが対応していない（40代女性）

・若者が意見や思いを言いやすい雰囲気づくり、受け入れ体制（70歳以上女性）

・地元出身者とそうでない人との壁がある、地域の情報が入ってこない（30代女性）

・守っていくものとやめる事を精査する。（70歳以上男性）

（293件の回答のうち一部抜粋）

P.16



（２）地域での暮らし
問９変えたほうが良いと思う地域の取り組みや慣習、しきたり④

【施設・仕事】

・先行投資的な取り組みがない。せっかく漁業があるのに使えてない（30代性別不明）

・雪が降ったり雨が多いのに子どもが遊べる屋内施設がない。児童館がない。（30代女性）

【ジェンダー】

・地域のことを男性だけで決めている（50代女性）

・狭い地域なのだがなかなか一致しない。特に男性同士が関係がややこしく、

話し合いが進まない。昭和のジェンダー感覚が男女共に抜けていない。（60代女性）

・女性が発言しにくいこと（60代女性）

一方で…

・変えるべきものは変えてきたので、特にありません。（50代女性）

・古い習慣を見直ししたため、今は特に無し（60代女性）

・だんだんとそういった慣習も失くなりつつあり、特に無い（60代女性）

・ここ数年で大きく改善されてきたので、特には思いつかない。 （60代男性）

（293件の回答のうち一部抜粋）

P.17

住民の「変えたい」の声
から、実際に地域の制度や
慣習を見直した地域もある
ようでした。



（２）地域での暮らし

問９変えたほうが良いと思う地域の取り組みや慣習、しきたり
（問6で「住み続けたい」と回答した人の意見を抜粋）

・男性社会（50代女性） ・区の決め事に女性の参画が少ない（50代女性）

・女性が発言しにくいこと（60代女性）

・役員を男性が務めること（50代男性） ・隣組単位での常会の開催（60代男性）

・寄付を区が集めている（60代男性） ・区の日役が沢山ありすぎる（60代男性）

・子供が産まれた際に区費を払わなければならない（30代女性）

・乳幼児も区費を払うこと（30代女性）

・秋祭りの役員を区が強制でやらせる事（50代男性）

・嫁にきたら婦人会に自動的に入らさせていてほぼ強制。意思を確認してほしい。

（50代女性）

・把握できていないので把握できる機会がほしい（30代男性）

・アパートは区の連絡が来ない。(家賃と一緒に払っている区費がどうなっているかわか
らない。)（20代女性）

・そもそも取り組みを知らない（20代女性） ・若い世代の自治会への関心（30代男性）

・特になし。そういう習慣や仕来たりも含めていい（60代女性）

P.18



（２）地域での暮らし

問９変えたほうが良いと思う地域の取り組みや慣習、しきたり
（問6で「住み続けたくない」と回答した人の意見を抜粋）

・区長の仕事がたくさんありすぎる（５０代男性）

・区の役員の仕事が多すぎるため、本業がおろそかになる（５０代男性）

・区費の徴収は必要なのか？（６０代男性） ・区費が高額（３０代女性）

・自治会の活動がとても負担。区費、年貢の負担が大きい。（５０代男性）

・こどもが生まれたらお金を払うというのは本当ですか？知らなかったです。それは直
ちにみなおすべきかと感じました。（４０代女性）

・曜日関係なく、代わってももらいにくいのに区長ができるわけないのに順番でさせら
れる。退職した上の世代はしていない人も結構いるのに。している人も一回しかしてい
ないのに、下の世代は２回どころか３回もあり得る。（５０代男性）

・区費が一律でない、行事の古い慣習を無理することなくできるやり方に変えるなど柔
軟な思考をもってほしい。家庭、個人の負担になってまである慣習やしきたりは、時代に
応じて変えるもしくはなくしていった方がいいと思う。子どもも親の姿を見て帰ってこ
なくなったりすることを思うともう少し変革が必要だと思います。（40代男性）

・昔の考え方に固執する雰囲気や環境が強過ぎ、新しい考え方を受け入れようとしない
集団的圧力（７０歳以上男性）

P.19



（３）地域活動

問10知っている活動（複数回答）

510

137

247

343

146

249

383

449

395

274

401

276

341

434

２０
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自治会（区、隣組）

新たな地域コミュニティ組織

婦人会

子ども会（愛護会）

青年会

老人会

地区（自治）公民館

消防団

民生委員

福祉委員

小中学校PTA、幼稚園・保育園PTA

防災・交通安全に関する地域活動（交通安全協会など）

環境保全活動（草刈りなど）

地区の祭り・イベントに関する活動（実行委員会など）

どれも知らない

地縁による活動か
ら、目的別の活動ま
で、地域ではさまざ
まな活動が行われて
います。どの活動も、
地域をつくっている
大切な活動です。

回答数
579人

（票）

P.20



（３）地域活動

問10知っている活動（複数回答）性別

男性 女性

299 270

自治会（区、隣組） 271 232

新たな地域コミュニティ組織 78 57

婦人会 117 124

子ども会（愛護会） 175 163

青年会 80 61

老人会 126 120

地区（自治）公民館 207 170

消防団 234 208

民生委員 198 191

福祉委員 141 128

小中学校PTA、幼稚園・保育園PTA 204 192

防災・交通安全に関する地域活動 （交通安全協会など） 153 118

環境保全活動（草刈りなど） 187 149

地区の祭り・イベントに関する活動（実行委員会など） 233 193

どれも知らない 4 15

全体

579

510

137

247

343

146

249

383

449

395

274

401

276

341

434

20

回答多
赤

P.21



（３）地域活動

問10知っている活動（複数回答）年齢別

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40〜49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 全体

4 36 112 112 130 145 40 579

自治会（区、隣組） 0 30 94 101 120 128 37 510

新たな地域コミュニティ組織 0 4 27 20 38 36 12 137

婦人会 0 14 47 44 69 57 16 247

子ども会（愛護会） 2 13 57 72 95 86 18 343

青年会 0 8 34 37 39 24 4 146

老人会 1 7 38 42 69 70 22 249

地区（自治）公民館 1 21 61 71 94 107 28 383

消防団 2 29 94 87 108 103 26 449

民生委員 1 17 58 73 104 112 30 395

福祉委員 1 7 26 46 82 86 26 274

小中学校PTA、幼稚園・保育園PTA 3 22 76 85 99 94 22 401

防災・交通安全に関する地域活動
（交通安全協会など）

0 10 36 48 73 82 27 276

環境保全活動（草刈りなど） 1 15 62 61 81 94 27 341

地区の祭り・イベントに関する活動
（実行委員会など）

1 22 74 84 106 116 31 434

どれも知らない 1 3 3 4 ２ 5 2 2０

回答多
赤

P.22



（３）地域活動

問10参加している活動（複数回答）
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自治会（区、隣組）

新たな地域コミュニティ組織

婦人会

子ども会（愛護会）

青年会

老人会

地区（自治）公民館

消防団

民生委員

福祉委員

小中学校PTA、幼稚園・保育園PTA

防災・交通安全に関する地域活動（交通安全協会など）

環境保全活動（草刈りなど）

地区の祭り・イベントに関する活動（実行委員会など）

現在はどれにも参加していないが、過去に参加したことがある

どれにも参加したことがない

回答数
579人

（票）

P.23



（３）地域活動
問10参加している活動（複数回答）性別

男性 女性

299 270

自治会（区、隣組） 207 75

新たな地域コミュニティ組織 36 17

婦人会 3 45

子ども会（愛護会） 38 36

青年会 32 3

老人会 10 5

地区（自治）公民館 79 25

消防団 60 4

民生委員 5 5

福祉委員 13 20

小中学校PTA、幼稚園・保育園PTA 56 41

防災・交通安全に関する地域活動 （交通安全協会など） 38 14

環境保全活動（草刈りなど） 120 34

地区の祭り・イベントに関する活動 （実行委員会など） 140 44

現在はどれにも参加していないが、 過去に参加したことがある 36 74

どれにも参加したことがない 21 51

全体

579

287

54

48

77

36

15

105

64

10

33

99

54

159

188

111

7４

回答多
赤

P.24



（３）地域活動

問10参加している活動（複数回答）年齢別

20～29歳 30～39歳 40〜49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 全体

36 112 112 130 145 40 579

自治会（区、隣組） 4 38 60 76 83 26 287

新たな地域コミュニティ組織 0 11 8 9 19 7 54

婦人会 2 9 6 15 13 3 48

子ども会（愛護会） 1 27 34 11 3 1 77

青年会 2 12 11 6 4 1 36

老人会 0 0 0 4 6 5 15

地区（自治）公民館 0 8 18 24 40 15 105

消防団 7 27 20 8 1 1 64

民生委員 0 0 0 3 6 1 10

福祉委員 0 0 2 10 14 7 33

小中学校PTA、幼稚園・保育園PTA 1 29 46 14 9 0 99

防災・交通安全に関する地域活動
（交通安全協会など）

0 3 9 13 22 7 54

環境保全活動（草刈りなど） 2 23 32 37 50 15 159

地区の祭り・イベントに関する活動
（実行委員会など）

4 30 33 47 56 18 188

現在はどれにも参加していないが、
過去に参加したことがある

6 7 17 31 39 11 111

どれにも参加したことがない 17 27 13 7 6 0 7４

回答多
赤

P.25



（３）地域活動

問10知っている活動／参加している活動（複数回答）

510

137

247

343
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249
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449

395

274

401
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341
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自治会（区、隣組）

新たな地域コミュニティ組織

婦人会

子ども会（愛護会）

青年会

老人会

地区（自治）公民館

消防団

民生委員

福祉委員

小中学校PTA、幼稚園・保育園PTA

防災・交通安全に関する地域活動（交通安全協会など）

環境保全活動（草刈りなど）

地区の祭り・イベントに関する活動（実行委員会など）

どれにも知らない／参加したことがない

現在はどれにも参加していないが、過去に参加したことがある 回答数
579人知っている活動 参加している活動

（票）

P.26



【子ども】

・子供に色々な経験をさせてあげられ、そのおかげで縦や横の繋がりも出来た
(30代女性)

・地域の事を知る事ができ、子供を持つ親と知り合えた。（30代女性）

【移住者】

・移住家族のため子供が地域に馴染めると良い（40代男性）

・移住者なので知り合いが増えた（30代男性）

・Uターンで帰って来たとき、消防団に入団し幅広い年齢層の人達と知り合いになれたこと。（40
代男性）

【世代間の交流、知り合いづくり】

・違う年代と交流できる（50代男性） ・知り合いができ、安心につながる。（40代女性）

・同世代で、地域の為に頑張ろうとする面が知れてよかった（30代性別不明）

・地域を越えて知り合いが増えた（60代男性）

・いろんな人と接し顔を覚えてもらえて、親切にして頂けることが増えた。参加せず区のことを全
く知らなかった時よりも自分の住む地区の人の良さを実感できはるかに毎日が楽しい（20代女
性）

（579件の回答のうち一部抜粋）

（３）地域活動
問11地域活動に参加してよかったと思う時①

P.27



（３）地域活動

問11地域活動に参加してよかったと思う時②

【地域・地域活動への理解】

・こんな活動や仕事があるんだと分かった（40代女性）

・現役時代は、スルーしていたが、退職後に色々と参画した。地域の状況らが理解でき
た。また、ボランティアの必要性と自分にできることがわかった…（60代男性）

・地域の実情をある程度を知ることができ 地域課題も把握することができ、役員や
担当者の皆さんの苦労を理解することができた。（70歳以上男性）

・話し合いの場への参加により、地域の情報や他の人の考え方がわかる。（60代男性）

・地域のことがわかるようになりました（50代男性）

・地域のことや区の現状を知ることができた。区長は区民には報告されないので、区
長会で話し合われたこと、区の現状を一般には知らされないため。区の財政状況や問
題点、開発関係、市からの回答など聞けた。(70歳以上女性)

（579件の回答のうち一部抜粋）

P.28



（３）地域活動

問11地域活動に参加してよかったと思う時③

【やりがい】

・公民館の例であれば、参加者が楽しく参加され、その笑顔を見た時。振興会であれば、皆さんで
検討し道筋ができた時。（50代男性）

・今の地区のお祭りはお金なしで、焼きそばやら焼き鳥やら食べることができて子供がとても楽し
んでいたので親も嬉しかった。（30代女性）

・国道沿いの花壇づくりに参加しているが、花が咲くときれい（70歳以上男性）

・ある役員として会議に出席している。地域のことがよく知れることはよいが、義務感で出席して
いる。参加してよかったとおもえるのは、自分や皆んなが幸せになれたかによると思う。（60代男
性）

・50才位のころから福祉委員をさせていただいてお年寄りさんには(余興、小物作り、他いろい
ろ)皆様に喜んでいただき、やりがいがありましたが、今はほとんどの方が他界され、時代も変わ
り、今は活動されていないのが現状です。（70歳以上女性）

・海岸の清掃活動。地域をきれいにすることに少しでも貢献出来ていること。
（60代男性）

・皆さんが楽しそうにされている様子を見た時、お手伝いできてよかったと思いました（60代女
性）

（579件の回答のうち一部抜粋）

P.29



（３）地域活動

問12参加して大変だったこと①
【家族・子ども】

・休日での取り組みが多いので、家庭の心配（子どもが小さいので）だった。
（20代男性）
・自分や家族の時間が取れず、子育てを阻害している。（30代男性）

【時間の制約】

・自分の時間を束縛される。（20代男性） ・休みが潰れてしまう（30代男性）

・保守的な考え方が蔓延しており、「例年通り」ばかりで新しい取組が理解されにく

い（30代男性）

・周りの人が休んでいる時も活動があったりする（40代男性）

【仕事量・負担】

・調整したり案内をするのが大変だった（40代女性）

・仕事と役が多すぎて夜ほとんど家にいない。しんどい（30代男性）

・小学校のPTAやらの行事も夜なことが多く仕事してる身としては時間を作るのが大変だった。
（30代女性）

・消防団の操法訓練の期間が長く大変であった（40代男性）

（579件の回答のうち一部抜粋）

P.30



（３）地域活動

問12参加して大変だったこと②
【従来型】

・新しい事をやろうとすると年配の方から苦情が出る（50代男性）

・昔はよかったと昔のやり方にこだわる人がいた（60代男性）

・地域内の調整。移住者を見る目、認められない感じを突破すること。（40代女性）

【やらされている感】

・絶対参加しないといけない空気感がある（40代女性）

・アパートの住人でも溝清掃を強制され、不参加の場合は罰金のような形でお金が取られる。
（20代女性）

・地域の人はやらされてる感が強いことがわかった。進んで参加している若者は1人もいない。
（40代男性）

【苦労の方が大きい】

・複数の地域や学校と一緒に実施していた運動会は大変だった。（40代女性）

・苦労の割に評価もされず時間ばかり取られる。楽しくない。（30代男性）

・準備等で仕事を休まなければならなかった。気を使うだけで全く楽しくなかった。準備したのに
もかかわらず文句を言われた（50代女性）

（579件の回答のうち一部抜粋）

P.31



（３）地域活動

問12参加して大変だったこと③

【会議】

・愚痴が多い会議や、参加者の主体性が無い会議が疲れる。（30代男性）

・会議が紛糾した。解決策が簡単に出てこないとき。（60代男性）

・会議の回数、会議の始まる時間が遅い（40代女性）

・みんな忙しいので会議を持つ機会がなく当日になり、もう少し効率よくできたのではないかと思
う。（40代女性）

・会議や、役員になった時の行事準備や進行が大変だった。（50代女性）

・どの組織でもそうですが、「声の大きい人」への対応（40代男性）

【人手不足】

・事業に参加協力をしてもらえる人を探すのが大変で仲間を増やす事は難しい
（70歳以上女性）

・自由参加の為、人が集まりにくい。人員不足（20代男性）

・参加者が年々少なくなって、負担が増えること（60代男性）

・若い人が少ないので、同じ人が沢山の役をしなければならない（50代男性）

（579件の回答のうち一部抜粋）

P.32



（３）地域活動

問13地域活動への参加が減っている理由（複数回答）

355
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87

0 50 100 150 200 250 300 350 400

自分や家族の生活や趣味のことで忙しく、地域活動に参加する時間的余裕がない

地域で何が行われているか知らない

地域と関わることは面倒だ

面倒とまでは思わないが、地域と関わるメリットがわからない

地域活動のやり方は古く、参加する気持ちになれない

同世代が参加していない（同世代が参加しているものには参加したい）

役員やスタッフとしての参加はできないが、いち参加者としてなら関わりたい

自分は地域活動に興味があるので、積極的に参加している

その他

「時間的余裕がない」が、他
の項目と倍以上の差をつけて、
圧倒的に多い結果となりました。
忙しい方でも関わりやすい仕組
みづくりや関わり方の工夫が大
切かもしれません。

回答数
560人

（票）

P.33

その他としては、「高
齢となり、体力的に参加
するのが難しい」という
回答が多かったです。



（３）地域活動

問13地域活動への参加が減っている理由（複数回答）性別

男性 女性 全体

285 265 560

自分や家族の生活や趣味のことで忙しく、
地域活動に参加する時間的余裕がない

177 173 355

地域で何が行われているか知らない 60 67 131

地域と関わることは面倒だ 93 58 153

面倒とまでは思わないが、
地域と関わるメリットがわからない

77 56 137

地域活動のやり方は古く、
参加する気持ちになれない

82 49 136

同世代が参加していない
（同世代が参加しているものには参加したい）

56 59 118

役員やスタッフとしての参加はできないが、
いち参加者としてなら関わりたい

45 75 123

自分は地域活動に興味があるので、
積極的に参加している

45 34 81

回答多
赤

P.34

「役員やスタッフと
しての参加はできない
が、いち参加者として
なら関わりたい」は、
女性の割合が高くなっ
ています。



年齢別

（３）地域活動

問13地域活動への参加が減っている理由（複数回答）

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40〜49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 全体

4 36 111 110 125 137 37 560

自分や家族の生活や趣味のことで忙しく、
地域活動に参加する時間的余裕がない

2 23 74 72 86 82 16 355

地域で何が行われているか知らない 3 15 38 25 16 26 8 131

地域と関わることは面倒だ 0 8 25 36 35 38 11 153

面倒とまでは思わないが、
地域と関わるメリットがわからない

1 8 27 30 24 34 13 137

地域活動のやり方は古く、
参加する気持ちになれない

0 7 46 31 24 24 4 136

同世代が参加していない
（同世代が参加しているものには参加したい）

3 12 34 25 19 19 6 118

役員やスタッフとしての参加はできないが、
いち参加者としてなら関わりたい

0 9 25 20 27 36 6 123

自分は地域活動に興味があるので、
積極的に参加している

0 3 17 11 16 21 13 81

回答多
赤

P.35

「地域活動のやり方は古く、参加する気持ちになれない」は、30代の割合が高かったです。
若者の参画を促すには時代に即した変化が大切かもしれません。



（３）地域活動

問14役員やスタッフとしての参加を
頼まれたらどうしますか

回答数
579人

58 124 132 175 23 67

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ピンク・オレンジ・黄色・緑の「引き受ける」の回答が、あわせて80％を超えました。
興味関心を持っていただける活動を、地域の実情や困り事に応じて考えていくことも大切
かもしれません。

積極的に引き受ける 自分の属性に関係がある（例：子どもがいればPTAなど）活動なら引き受ける
活動の内容（例：祭りは好きだからなど）によっては引き受ける
地域事情（役員の高齢化、人材不足など）から仕方なく引き受ける
引き受けたいが断る 引き受けたくないので断る

P.36



（３）地域活動

回答数
579人

積極的に引き受ける 自分の属性に関係がある（例：子どもがいればPTAなど）活動なら引き受ける
活動の内容（例：祭りは好きだからなど）によっては引き受ける
地域事情（役員の高齢化、人材不足など）から仕方なく引き受ける
引き受けたいが断る 引き受けたくないので断る
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8
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全体

男性

女性

性別 問14役員やスタッフとしての参加を
頼まれたらどうしますか

P.37

男性は「地域事情から仕方なく引き受ける」が多いのに対し、女性は「属性や活
動の内容によっては引き受ける」が多くなっています。



（３）地域活動

回答数
579人

積極的に引き受ける 自分の属性に関係がある（例：子どもがいればPTAなど）活動なら引き受ける
活動の内容（例：祭りは好きだからなど）によっては引き受ける
地域事情（役員の高齢化、人材不足など）から仕方なく引き受ける
引き受けたいが断る 引き受けたくないので断る

年代別

1

3

8

8

12

20

6

58

1

9

32

35

30

15

2

124

1

12

27

23

23

38

8

132

0

4

23

35

49

50

14

175

0

2

6

5

2

2

6

23

1

6

16

6

14

20

4

67

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40〜49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

全体

問14役員やスタッフとしての参加を
頼まれたらどうしますか

P.38

20代～40代では「地域事情から仕方なく引き受ける」よりも「属性や活動の内容に
よっては引き受ける」が多くなっています。



（３）地域活動

問14役員やスタッフとしての参加を頼まれたらどうしますか
（問10で地域活動のどれも知らないと回答した人）

1

1

5

2

2

9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

積極的に引き受ける

自分の属性に関係がある（例：子どもがいればPTAなど）活動なら引き受ける

活動の内容（例：祭りは好きだからなど）によっては引き受ける

地域事情（役員の高齢化、人材不足など）から仕方なく引き受ける

引き受けたいが断る

引き受けたくないので断る

回答数
20人

P.39



（３）地域活動

問14役員やスタッフとしての参加を頼まれたらどうしますか
（問10で地域活動のどれにも参加したことがないと回答した人）

4

13

26

13

3

15

0 5 10 15 20 25 30

積極的に引き受ける

自分の属性に関係がある（例：子どもがいればPTAなど）活動なら引き受ける

活動の内容（例：祭りは好きだからなど）によっては引き受ける

地域事情（役員の高齢化、人材不足など）から仕方なく引き受ける

引き受けたいが断る

引き受けたくないので断る

今まで地域活動に参加
したことがない人も、
「活動の内容によっては
参加したい」人が多いよ
うです。

回答数
74人

P.40



（３）地域活動

問14役員やスタッフとしての参加を頼まれたらどうしますか
（問10で地域活動のどれにも参加したことがないと回答した人）

1

1

1

0

0

1

1

3

7

2

1

3

0

8

6

5

1

7

1

0

7

3

1

1

1

0

4

1

0

1

0

1

1

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0 5 10 15 20 25 30

積極的に引き受ける

自分の属性に関係がある（例：子どもがいればPTAなど）活動なら引き受ける

活動の内容（例：祭りは好きだからなど）によっては引き受ける

地域事情（役員の高齢化、人材不足など）から仕方なく引き受ける

引き受けたいが断る

引き受けたくないので断る

回答数
74人20歳未満 ２０～２９歳 30～39歳

40～49歳 50～59歳 ６０～69歳

P.41



（３）地域活動

問15 問14で「断る」を選んだ理由（複数回答）

回答数
90人

49

33

18

15

22

15

18

0 10 20 30 40 50 60

時間が取れない

自分につとまるか不安

興味がない

地域の活動に関わりたくない

地域の古いやり方が苦手だ

楽しく活動している印象がない

その他

（票）

P.42

その他の回答としては、
「子育て中」「高齢化」
「体調の不安」などがあ
げられました。



（３）地域活動

問15 問14で「断る」を選んだ理由（複数回答）性別

男性 女性 全体

36 51 90

時間が取れない 25 23 49

自分につとまるか不安 12 20 33

興味がない 7 10 18

地域の活動に関わりたくない 9 5 15

地域の古いやり方が苦手だ 12 9 22

楽しく活動している印象がない 7 7 15

回答多
赤

P.43



（３）地域活動

問15 問14で「断る」を選んだ理由（複数回答）年齢別

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40〜49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 全体

1 8 22 11 16 22 10 90

時間が取れない 0 4 18 6 7 13 1 49

自分につとまるか不安 1 2 9 2 8 6 5 33

興味がない 1 1 6 2 3 5 0 18

地域の活動に関わりたくない 0 0 5 2 2 5 1 15

地域の古いやり方が苦手だ 0 3 7 4 4 4 0 22

楽しく活動している印象がない 0 1 4 2 3 4 1 15

回答多
赤

P.44



114

361

83

138
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142

17

148

226

134

12

0 50 100 150 200 250 300 350 400

報酬をもらえる

できる範囲の時間で無理なく参加できる

子どもと一緒に参加できる

責任が重くない

自由に参加、欠席ができる

地域や困っている人に本当に必要とされる

現在、地域で組織されているグループではなく、新たなグループやNPOで活動する

風通しがよく、発言しやすい雰囲気がある

世代に関わらず活動メンバーの仲が良好である

新しい考えややり方を積極的に取り入れている

その他

（３）地域活動

問16役員やスタッフとして参加したい地域活動（3つまで選択）

回答数
562人

（票）

P.45

「できる範囲の時間で無理なく参加できる」が、最も多い結果となりました。その他の回答とし
ては、「多くの人の意見を聞くことができるもの」「自分の知らない考えを聞けるもの」「地域住
民の相互理解を深められるもの」などがあげられました。



問16役員やスタッフとして参加したい地域活動（3つまで選択）

（３）地域活動

性別 男性 女性 全体

289 263 562

報酬をもらえる 71 39 114

できる範囲の時間で無理なく参加できる 172 182 361

子どもと一緒に参加できる 24 56 83

責任が重くない 59 79 138

自由に参加、欠席ができる 93 111 207

地域や困っている人に本当に必要とされる 88 49 142

現在、地域で組織されているグループではなく、
新たなグループやNPOで活動する

13 3 17

風通しがよく、発言しやすい雰囲気がある 69 77 148

世代に関わらず活動メンバーの仲が良好である 109 114 226

新しい考えややり方を積極的に取り入れている 56 73 134

回答多
赤

P.46



（３）地域活動

年齢別

問16役員やスタッフとして参加したい地域活動（3つまで選択）

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40〜49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 全体

4 36 111 110 127 137 37 562

報酬をもらえる 3 16 33 24 19 15 4 114

できる範囲の時間で
無理なく参加できる

2 24 74 65 83 90 23 361

子どもと一緒に参加できる 1 5 43 22 8 4 0 83

責任が重くない 1 11 33 29 31 30 3 138

自由に参加、欠席ができる 1 18 48 41 46 42 11 207

地域や困っている人に
本当に必要とされる

0 3 24 26 31 46 12 142

現在、地域で組織されているグルー
プではなく、新たなグループや
NPOで活動する

0 1 5 2 2 6 1 17

風通しがよく、発言しやすい雰囲気
がある

1 6 37 28 30 36 10 148

世代に関わらず活動メンバーの仲
が良好である

0 10 56 42 47 56 15 226

新しい考えややり方を積極的に
取り入れている

0 9 44 27 21 24 9 134

回答多
赤

P.47



96

312

100

155

47

0 50 100 150 200 250 300 350

平日の昼

平日の夜

土日の昼

土日の夜

その他

（３）地域活動

問17会議に参加しやすい時間帯（複数回答）

回答数
561人

（票）

P.48

「平日の夜」が最も多い結果となり
ました。その他の回答として、「オン
ラインでの開催」を希望する声もあり、
会議の内容や若い世代の参加状況に
よっては、オンライン開催も有効な手
段となりそうです。



（３）地域活動

問17会議に参加しやすい時間帯（複数回答）性別

男性 女性 全体

290 261 561

平日の昼 33 61 96

平日の夜 185 122 312

土日の昼 35 62 100

土日の夜 91 61 155

回答多
赤

P.49



（３）地域活動

問17会議に参加しやすい時間帯（複数回答）年齢別

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40〜49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 全体

4 36 112 111 126 135 37 561

平日の昼 1 2 15 7 10 40 21 96

平日の夜 2 27 61 63 74 73 12 312

土日の昼 1 5 27 21 21 20 5 100

土日の夜 1 11 30 35 42 30 6 155

回答多
赤

P.50

60代から「平日の昼」の回答が多くなり、70歳以上では一番多くなっています。
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3
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Googleなどオンライン上での共有

その他

（３）地域活動

問18希望する連絡方法（複数回答）

回答数
565人

（票）

P.51

グループでの一斉送信や日程調整がで
きたり、メッセージが記録としても残る
「LINE」が最も多い結果となりました。
その他の回答として「BAND」「Slack」と
いうアプリもあがっていました。



（３）地域活動

性別 問18希望する連絡方法（複数回答）

男性 女性 全体

291 264 565

電話 84 40 127

紙文書 84 74 162

メール 109 78 191

LINE 228 209 445

Googleなど
オンライン上での共有

30 27 58

回答多
赤

P.52

男女ともに「LINE」が多
いようです。女性は、男性
と比べて「電話」の回答が
少なかったです。



（３）地域活動

問18希望する連絡方法（複数回答）年齢別

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40〜49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 全体

4 36 112 111 127 138 37 565

電話 1 5 18 19 29 41 14 127

紙文書 0 2 18 19 41 56 26 162

メール 2 10 37 39 45 45 13 191

LINE 2 31 103 95 95 104 15 445

Googleなど
オンライン上での共有

0 9 25 12 6 5 1 58

回答多
赤

P.53

基本的に「LINE」の回答は若い世代に限らず、どの年代でも高くなっています。年代が上がると、
「紙文書」の回答も増えています。
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夫

妻

交代もしくは行ける方が参加する

どちらも参加する

内容によって行きたい方が参加する

その他

（３）地域活動

問19夫婦のどちらが参加しやすいですか

回答数
440人

（票）

P.54
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全体

男性

女性

（３）地域活動

問19夫婦のどちらが参加しやすいですか

夫 妻 交替もしくは行ける方が参加する
どちらも参加する 内容によって行きたい方が参加する その他

性別

４４０人

２２３人

２１１人

回答数
440人

P.55

男性は「夫」の回答が多いのに対し、女性は「交替もしくは行ける方」の回答が多くなって
います。「地域のことは男性が参加する」という考えは、男性の方が強いのかもしれません。



（３）地域活動

問19夫婦のどちらが参加しやすいですか年齢別
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全体

回答数
440人

４４０人

28人

126人

103人

85人

81人

17人

P.56

年代が下がるにつれて、
「交替もしくは行ける方が参
加する」の割合が高くなって
います。

夫 妻 交替もしくは行ける方が参加する
どちらも参加する 内容によって行きたい方が参加する
その他



（３）地域活動

問20問19「あなた自身が『役員』や『スタッフとして参加』
する場合は、夫婦のどちらが参加しやすいか」の理由①

【夫】

・男性の参加イメージがある(20代男性) ・役員は男性だから（50代男性）

・仕方なく参加しているので、妻には頼みにくい（40代男性）

・母親（要介護）と同居の為、両方家を留守にすることは出来ない。（60代男性）

【妻】

・夫の帰りが夜遅いため（40代女性） ・時間の融通がきく（50代女性）

【交替もしくは行ける方が参加する】

・子どもが小さいので一人で留守番をさせられない。子どもも気軽に連れて行ける場であってほ
しい（40代女性）

・どっちが行った方が良いか考える（30代男性）

・家族皆が地域活動に関わることが重要であると考えるから。また、夫と妻とで活動からみえるも
のが異なり、その意見交換をすることでお互いに理解を深められるから。（40代女性）

（329件の回答のうち一部抜粋）

P.57



（３）地域活動

【どちらも参加する】

・夫、妻関係なく、参加できたらいいと思う（60代女性）

・ふたりで参加した方が楽しい（50代女性）

・夫婦で参加することで地域の人と関わりやすくなるため。（40代男性）

・１人で参加したくないから（30代女性）

【内容によって行きたい方が出席する】

・内容により、役に立つ方が行く方が良いと考えるから（60代女性）

・できるときには両方参加したいが、家のことがあるので、難しい。（60代女性）

・問題意識のある方が参加するのがいい（60代男性）

（329件の回答のうち一部抜粋）

P.58

問20問19「あなた自身が『役員』や『スタッフとして参加』
する場合は、夫婦のどちらが参加しやすいか」の理由②



（３）地域活動

問21次世代の人たちが地域活動に
取り組みやすくなるためのアイデア①

【参加のしやすさ・効率的な会議】

・直接声掛けするのがいいかと思います。同世代がいるほうが参加しやすい。（20代女性）

・次世代の発想や企画を応援する仕組みづくり（60代男性）

・会議の終わりの時間を明確にしてほしい。ダラダラと言いたいこと言うだけでは何も実りが無いた
め、限られた時間の中で濃いディスカッションができれば良いと思う。（20代女性）

・年齢関わりなく、任意で休める環境（60代男性）

・誰もが入りやすい雰囲気づくり。なぜその活動を行うのか理由を明確に示してもらう。（30代男性）

・会議の回数を減らし内容のあるもの時間短縮（60代女性）

・明るく雰囲気のいい空気づくり。意見を言いやすい空気感。（40代男性）

・会議はZOOMでするなど、時代に添った参加方法（50代男性）

・世代別にメンバー構成し、気兼ねなく発言できる場を設定。共通体験や価値観が同じ世代なら共有
できる。（70歳以上女性）

・女性が関心を持つような内容を女性に考えてもらい、女性にやってもらう。（60代女性）

（288件の回答のうち一部抜粋）

P.59



（３）地域活動

問21次世代の人たちが地域活動に
取り組みやすくなるためのアイデア②

【若者・子どもの参加】

・地域の役員に若い人を入れる（60代女性） ・企画段階から若者が参加する。（50代男性）

・若者やという気持ちを持っている人を応援する雰囲気、仕組みづくりが必要だと思います。（20代男
性）

・若い世代だけのグループがある方がやりやすそう（30代女性）

・若い人の意見を取り入れた活動（30代女性）

・子供が楽しんで参加できるイベントがあれば嬉しい（20代女性）

・子育て世代が参加しやすい体制、子どもが同席しても良い環境づくり（30代男性）

・若者・子どもの交流メイン(他地区参加ok)で、そこに近所のおじいちゃん、おばあちゃんが見にくる
ようなイベント（30代男性）

・ひとり親に対する参加が難しいことに理解が乏しい。私が参加しているときは子供が一人で留守に
しなければならないといっているのに毎年役員をやってほしいと言われてうんざりしている。人が足
りないなら役を減らして負担を軽減する工夫したらいいと思う。（30代女性）

・子どもがいる時など、若い時から参加することで、将来も参加しやすくなる。（40代男性）

（288件の回答のうち一部抜粋）

P.60



（３）地域活動

問21次世代の人たちが地域活動に
取り組みやすくなるためのアイデア③

【仕組み作り・体制の見直し】

・一度入るとなかなか出られないというのがとても大変なので、可能であれば任期を決めて欲しい
（20代男性）

・頑張らなくてもよい地域づくりを真剣に考えるべき。みんなで頑張ろうというのを見直す必要があ
る。（60代男性）

・強制的ではない参加したい人だけ参加する活動（30代女性）

・それぞれに負担が少ないこと。スタッフや役になることで、個人的負担があることは今の時代沿わな
い。また、出来ない時間等であれば、できる人が出れること、など。（30代女性）

・地域の者でないアパート住まいなので、地域づくりにはほとんど参加していないし機会もない。まず
はアパート単位でのコミュニティがあれば、もう少し地域の一員だという気持ちになるかもしれません。
（40代女性）

・あまり同じ人がリーダーを長くする組織は、凝り固まってしまっていて、新しい人が続けにくいよう
な気がします。（40代男性）

・役員を引き受ける期間を短くするなど負担を減らす（50代女性）

・課題は共有しつつ、やりたい方法を任せてもらえて、見守ってもらえる環境（40代女性）

（288件の回答のうち一部抜粋）

P.61



（３）地域活動

問21次世代の人たちが地域活動に
取り組みやすくなるためのアイデア④

【今後の方針】

・誰が旗を振るのか難しいかもしれませんが、全住民にアンケートを取ったり、部会を開
く等して、集落単位のまちづくりビジョンを描く機会があると望ましいと思います。自
分たちの地域にとって必要なまちづくり活動を再定義する機会になると考えるからで
す。（30代女性）

・まずはどんな地域にしていきたいか自分ごととして話すことが大事。（40代男性）

・参加することによって暮らしが良くなるような取り組みがあれば参加の意欲が出る
かと思います。（40代女性）

・自分の地域を自分で守る意識の向上が大切（40代女性）

・地域活動に魅力を感じるものがないので、関心が持てるものを企画する（70歳以上
男性）

・現在の体制の中で、活躍している人も含めて、地域の中で複数の協力者を要請し、広
く意見を聞き取り、お客さん的でなく、参加型の行事を取り組んでいく。（70歳以上女
性）

（288件の回答のうち一部抜粋）
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（３）地域活動

問21次世代の人たちが地域活動に
取り組みやすくなるためのアイデア⑤

【報酬】

・役員やスタッフのなり手がないので、手当等をつけるなど改善が必要（50代男性）

・休みや終業後にわざわざ活動しなければいけないのであればなんらかの報酬があればいい。
（30代男性）

【連絡手段・コミュニケーション】

・世代間のつながりを大切にし、色々な世代が参加しやすくする（50代男性）

・地域でのコミュニケーションが十分にとれており、みんなが親しみを持った地域作りが大切だと
思います（60代女性）

・連絡や情報の共有の仕方、会議の仕方に見直し(ラインやTeams、Zoom等の利用)（30代女性）

・連絡の手段はラインがいいです。どんな地域にしていきたいか、住民へアンケートを取り、地域の
将来像を確認しあいたいです。また地域に眠っている人材や、資源を掘り起こし、地域おこしを行
いたいです。（40代男性）

・全員集まるとなると大変なので、LINEなどを、通じて不参加の時に情報共有出来たらする仕組
みが良い。（50代男性）

（288件の回答のうち一部抜粋）
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（３）地域活動

問21次世代の人たちが地域活動に
取り組みやすくなるためのアイデア⑥

【時代に合った考え方】

・既存のシステムを守ろうとする保守的な考えが強い。任期が短く事なかれ主義になり
やすい。今までの例年通りの仕事をこなすことに意識が集中して、新しいことをするし
ようとする気持ちが出てこない雰囲気がある。（30代男性）

・例年のことを踏襲しないと文句が出るような活動にしない。今の状況に合わせた役員
構成にしていく。 （40代女性）

・古いしきたりをやめれば参加しやすくなると思う（30代男性）

・年寄は口を出さず、助言する立場であることをわきまえて見守っていたい。（70歳以
上女性）

・年配者が口を出さない。長老的な人がいると意見も言えない（50代女性）

・今までのやり方に固執せず次世代の意見を積極的に聞き入れる（50代女性）

・若い方々が取り組みやすい事は、今まで守ってこられた事が不必要だとされることも
あると思います。その時にご高齢の方々にはぐっと我慢していただきたいです。（50代
女性）

（288件の回答のうち一部抜粋）
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（３）地域活動

問22地域活動のアイデアや
地域でチャレンジしてみたい取り組み①

【子ども対象】

・子ども（月齢に応じて）と、その保護者目線で遊べる場所作り（20代女性）

・子育て応援（60代男性）

・子ども達がやってみたい、考えて力を合わせて体験できるような活動（60代女性）

・子どもや高齢者との防災教室（20代女性）

・子どもといっしょに農業体験（50代女性）

・子供たちが楽しく体験できるようなイベントや収穫祭など（30代女性）

・子どもたちが自分の地域を知り、愛着を持てるような企画（30代男性）

・子連れで土日に行く場所ってなかなかないので、そういったことの土日開催、必ず地
区外からの来訪も歓迎してもらえるイベントがあれば行ってみたいです。（30代女性）

・子どもが近所の公園で気軽に遊べるという環境がない。小さい場所でもよいので、
近所に公園的なものが欲しい。それをみんなで作るような活動。（40代女性）

・子どもの声が聞きたい。子どもの声が聞こえない。（60代男性）

（288件の回答のうち一部抜粋）
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（３）地域活動

問22地域活動のアイデアや
地域でチャレンジしてみたい取り組み②

【多世代交流】

・子ども、保護者、高齢者など異年代交流を目的に、一緒にお菓子を作るとか絵本読み聞かせと
か、でしょうか。（30代女性）

・子どもと高齢者が交流して楽しめるような活動。それには親も参加するので輪が広がるので
は？（70歳以上女性）

・老若男女問わず、みんなが楽しめる活動をする（20歳未満男性）

・同じ自治区に住んでいる人がわからないので、お祭りを復活させたい。地域の人が顔を合わせ
る機会が増えると良い。（40代女性）

・吉野小学校閉校になります。人が集まるコミュニティを（60代女性）

・定期的に気楽に集まれるおしゃべりの会。（ティータイム的な）（70歳以上女性）

【高齢者対象】

・ディサービスと違った前期・後期高齢者が送迎ありで気軽に参加できる◯◯教室みたいな
…(パソコン カラオケ 楽器など)

・高齢者など交通弱者への送迎ボランティア、移住者と地元との調整ボランティアなど（60代男
性）

（288件の回答のうち一部抜粋）
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（３）地域活動

問22地域活動のアイデアや
地域でチャレンジしてみたい取り組み③

【食に関するもの】

・「丹後の郷土料理を作ってみよう」というようなイベントもあると良い。（40代女性）

・集まるのはやっぱり食べる事、作る事だと思います。（30代女性）

・独居、少人数家族が増えている。大勢で食事を囲む場所。（60代女性）

【その他の取り組み】

・区民の方が気軽に出品できる市みたいなもの。法律に反しない程度で手作りのものなどを持ち寄れ
るイベント。気軽さがとにかく必要な気がする（20代女性）

・清掃活動、地区のものはいつも子供と参加していますが、子供はゴミ拾いを楽しんでしています。
（40代女性）

・空き家や空き地を再生して地域に役立つ場を作るなど（40代男性）

・廃校を活用し、キャンプ場や星空を見る会、など、体験型のイベントを企画がいいと思います。（40代
男性）

・地区全体参加の運動会（50代男性） ・地域の歴史を知る・保全する取り組み（30代男性）

・地域の祭り、誰かのやりたいを応援できる（30代男性）

（288件の回答のうち一部抜粋）
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（３）地域活動

問22地域活動のアイデアや
地域でチャレンジしてみたい取り組み④

【その他の意見】

・生活圏も拡がり、「家が近い」と言うだけの共通点しかないご近所の方よりも，趣味が合う人たち
のネットワークの方が楽しいに決まっている。（50代性別不明）

・公共交通機関の利用促進（30代男性）

・オープンな雰囲気の活動だと参加しやすい（30代女性）

・他人を干渉しない（40代男性）

・みんなが気軽に参加出来て、他人を非難しない気持ちをみんなが共有できる活動（60代男性）

・話せて共感し合える人達がいれば何でも連れ立って参加できるのではないでしょうか（40代女
性）

・地域の人と仲良くなれる（50代女性）

・各町内の情報を広報してもらうと考えるきっかけになる。（70歳以上女性）

（288件の回答のうち一部抜粋）
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自由記述にもたくさんのアイデアやご意見がありました。若者や女性が地域活動に興味関心
を持ったり、参加いただくためのヒントが数多くあるので、参考にしてください。



 

京丹後市 地域づくりアンケート 

 

※記入後、最寄りの市民局へご提出ください。 

 

問１ あなたのお住まいの地域を〇で囲ってください。                    

 

 １．峰山町  ２．大宮町  ３．網野町  ４．丹後町  ５．弥栄町  ６．久美浜町 

 

問２ あなたの性別を〇で囲ってください。                         

  

１．男性  ２．女性  ３．回答しない 

 

問３ あなたの年齢を〇で囲ってください。                         

  

１．20 歳未満   ２．20~29 歳  ３．30~39 歳  ４．40~49 歳 

５．50~59 歳  ６．60~69 歳  ７．70 歳以上 

 

問４ 世帯を〇で囲ってください。                             

  

１．ひとり暮らし    ２．夫婦のみ       ３．親との２世帯同居 

４．子との２世帯同居  ５．親と子の３世帯同居  ６．その他 

 

問５ あなたの職業を〇で囲ってください。（主なものを１つ）                

  

１．会社員   ２．自営業   ３．農林漁業   ４．専門職   

５．公務員・団体職員      ６．パート・アルバイト・派遣社員   

７．学生    ８．専業主婦  ９．無職     10．その他（          ） 

 

 

 

京丹後市区長連絡協議会では、世代・性別問わず、多様な人たち（特に若者や女性など）が楽し

く地域活動に関われるような仕組みづくりを検討しています。地域活動をしている中で感じたこ

とや、今まで地域活動にあまり関われなかった方々の思いなど、普段なかなか聞けない市民のみ

なさまの貴重な声を聞かせていただき、誰もが参加しやすい地域づくりに反映させていきたいと

思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

P.69 



 

問６ お住まいの地域での生活についてお尋ねします。あなたは、お住まいの地域にこれからも住

み続けたいと思いますか。最もあてはまるものに〇をつけてください。           

 

 １．住み続けたい 

２．住み続けたいが難しい 

３．住み続けたくはないが住まなければならない 

 ４．他の地域に移りたい 

５．わからない 

 

問７ 問６で「住み続けたい」と回答した方へお尋ねします。その理由を教えてください。    

 

 

問８ 問６で「住み続けたくはないが住まなければならない・他の地域に移りたい」と回答した方

へお尋ねします。住み続けたくなる地域をつくっていく参考にしたいと思います。お住まい

の地域に住み続けたくない理由として、あてはまるものすべてに〇をつけてください。（複数

可）                                         

  

１．交通や買い物など生活が不便 

 ２．仕事がない・通勤がしづらい 

 ３．地域の付き合いが少ない（もっと地域でつながりたい） 

 ４．地域の人との距離が近い（地域での付き合いは避けたい） 

 ５．地域の役（区の役員、消防団など）が負担 

 ６．子育てしづらい環境（交流の場がない、支援がない、通学がしづらい） 

 ７．地域内に生きがいを持てる趣味や活動がない 

 ８．古い慣習がそのまま残っている（区費やお葬式のやり方など） 

 ９．草刈りなどの共同の取り組みが負担 

 10．不安や悩みを相談できる場や人がいない 

 11．その他（             ） 
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問９ 変えた方が良いと思う地域の取り組みや慣習、しきたりはありますか。率直なご意見をおき

かせください。（自由記述）                                    

 

 

問 10 お住まいの地域での地域活動について教えてください。お住まいの地域活動で、あなたが「知

っている」活動と、「現在参加している（定期的な会議に出席、イベントなどのスタッフ・運

営側になる）」活動について、あてはまるものすべてに〇をつけてください。（複数可）   

 

 知っている 参加している 

１．自治会（区、隣組）   

２．新たな地域コミュニティ組織 

  ※「新たな地域コミュニティ組織」とは、行政区を越えた広い範囲

の地域で、地域課題の解決に取り組む組織のこと。 

  

３．婦人会   

４．子ども会（愛護会）   

５．青年会   

６．老人会   

７．地区（自治）公民館   

８．消防団   

９．民生委員   

10．福祉委員   

11．小中学校 PTA、幼稚園・保育園 PTA   

12．防災・交通安全に関する地域活動（交通安全協会など）   

13．環境保全活動（草刈りなど）   

14．地区の祭り・イベントに関する活動（実行委員会など）   

15．現在はどれにも参加していないが、 

過去に参加したことがある 
  

   

（例：区費が一律でない、子どもが生まれた際に区にお金を支払わなければならない など） 
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問 11 問 10 で「参加している・過去に参加していた」に１つでも〇をつけた方へお尋ねします。

参加してよかったと思うのはどんな時ですか。                                          

 

 

問 12 問 10 で「参加している・過去に参加していた」に１つでも〇をつけた方へお尋ねします。

参加してみて大変だったことはどんなことですか。                    

 

 

問 13 現在、地域活動への参加が減っているという課題があります。住民の方が地域活動に積極的

に参加し、自分たちで住みよい地域を作れる仕組みづくりの参考にしたいと思います。あな

たは、どうして地域活動への参加が減っていると思いますか。あてはまるものすべてに〇を

つけてください。（複数可）                              

 

 １．自分や家族の生活や趣味のことで忙しく、地域活動に参加する時間的余裕がない 

 ２．地域で何が行われているか知らない 

 ３．地域と関わることは面倒だ 

 ４．面倒とまでは思わないが、地域と関わるメリットがわからない 

 ５．地域活動のやり方は古く、参加する気持ちになれない 

 ６．同世代が参加していない（同世代が参加しているものには参加したい） 

 ７．役員やスタッフとしての参加はできないが、いち参加者としてなら関わりたい 

 ８．自分は地域活動に興味があるので、積極的に参加している 

 ９．その他（                                     ） 

 

 

 

 

（例：地域のことを知れた、地域の知り合いが増えた、やりがいを感じた など） 

（例：会議の回数が多かった、意見が通らなかった など） 

P.72 



 

問 14 地域活動について、地域からあなたに「役員」や「スタッフとしての参加」を頼まれたとす

れば、どうしますか。最もあてはまるものに〇をつけてください。            

  

１．積極的に引き受ける 

２．自分の属性に関係がある（例：子どもがいれば PTA など）活動なら引き受ける 

３．活動の内容（例：祭りは好きだからなど）によっては引き受ける 

４．地域事情（役員の高齢化、人材不足など）から仕方なく引き受ける 

５．引き受けたいが断る 

６．引き受けたくないので断る 

 

問 15 問 14 で「断る」を選んだ方へお尋ねします。その理由としてあてはまるものすべてに〇を

つけてください。（複数可）                                                          

 

１．時間が取れない 

２．自分につとまるか不安 

３．興味がない 

４．地域の活動に関わりたくない 

５．地域の古いやり方が苦手だ 

６．楽しく活動している印象がない 

７．その他（                                    ） 

 

問 16 あなた自身が「役員」や「スタッフとして参加」したいと思う地域活動は、どんなものです

か。あてはまるものに〇をつけてください。（３つまで）                

 

１．報酬をもらえる 

２．できる範囲の時間で無理なく参加できる 

３．子どもと一緒に参加できる 

４．責任が重くない 

５．自由に参加、欠席ができる 

６．地域や困っている人に本当に必要とされる 

７．現在、地域で組織されているグループではなく、新たなグループや NPO で活動する 

８．風通しがよく、発言しやすい雰囲気がある 

９．世代に関わらず活動メンバーの仲が良好である 

10．新しい考えややり方を積極的に取り入れている 

11．その他（                                     ） 
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問 17 あなた自身が「役員」や「スタッフとして参加」する場合、会議に参加しやすい時間帯を教

えてください。（複数可）                               

  

１．平日の昼   ２．平日の夜   ３．土日の昼   ４．土日の夜 

５．その他（          ） 

 

問 18 あなた自身が「役員」や「スタッフとして参加」する場合、希望する連絡方法すべてに〇を

つけてください。（複数可）                                   

  

１．電話  ２．紙文書  ３．メール  ４．LINE  ５．Google などオンライン上での共有 

６．その他（          ） 

 

問 19 結婚されている方へお尋ねします。あなた自身が「役員」や「スタッフとして参加」する場

合は、夫婦のどちらが参加しやすいですか。最もあてはまるものに〇をつけてください。  

  

１．夫 

２．妻 

３．交代もしくは行ける方が参加する 

４．どちらも参加する 

５．内容によって行きたい方が参加する 

６．その他（                                     ） 

 

問 20 問 19 を回答された方へお尋ねします。その理由を教えてください。           

 

 

 

 

 

 

 

 

（例：男性しか参加していな印象があるから、２人も参加したいが家のこともしないといけない

ため、２人とも参加したくないから交代にしている など） 
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問 21 次世代の人たちが地域活動に取り組みやすくなるためのアイデアがあれば教えてください。

誰もが参加しやすい地域づくりの参考にしますので、率直なご意見をお聞かせください。  

    （自由記述）                                    

 

 

問 22 最後の質問です。「こんな地域活動だったら参加してみたい」と思う、地域活動のアイデアや

地域でチャレンジしてみたい取り組みがあれば教えてください。（自由記述）         

 

 

 

質問は以上です。ご協力いただきありがとうございました。 

 

（例：子どもが遊べる広場づくり、食に関するイベント など） 
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